
 

 ＜アンケートにご協力いただいた皆さまに心よりお礼申し上げます。＞ 

本年９月末を足元の時点として、豊田商工会議所と豊田信用金庫とが協同して、豊田に居住もしくは勤務されている方を対象とし

て、下記の３つの視点から、景気の実感調査をさせて頂きました。また特別アンケートも実施しました。 

  

 景気実感指数（ＤＩ指数）   

                    

 

 

 

  

 

 

 

 

  

        

Viewing over Our Toyota's Economic Condition 

豊田景気実感調査 

発行日 2013.10.25 

2013年9月調査結果    豊田の景気実感は全国、東海比で見ても高い水準に！  
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①（現状判断）  ⇒ ２～３ヶ月前から現在までの景気の変化をどう感じますか？ 

②（先行き判断） ⇒ 今から２～３ヶ月後までの景気の推移をどう予想していますか？ 

③（水準判断）  ⇒ 今、現在の景気実感はどうですか？ 

                現状  先行き  水準 

 25年3月の豊田市の景気天気図 

       （総合） 

特別アンケート 豊田市における消費動向・幸福度の調査      ～ 巻末に掲載 ～ 

  53.9   56.1   46.1 

①1,000万円の宝くじが当たった場合の平均消費割合は、前回調査比▲９％となり、財布の紐は更に固くなっています。 

②今年３月調査時から所得水準は“変わらない”との回答が６３％となり、所得増には未だ結びついていない様子です。 

③所得の先行き見通しは“増えていく”との回答が４％増加し、若干の明るい展望が感じられる内容となりました。 

④幸福度調査では、豊田の人々の幸福度（点数）は、全国の同様の調査と比べても高い水準にある事がわかりました。 

               

 1,000万円の宝くじが当たった場合、その何％を消費に回しますか？ ～ 依然、財布の紐は固いまま ～ 

大きな晴れ：ＤＩ 60点以上 

  晴れ  ：ＤＩ 50～60点未満 

  曇    ：ＤＩ 40～50点未満 

  雨     ：ＤＩ 40点未満  

      （平成２５年３月調査）                              （平成２５年９月調査：今回） 

  平均消費割合 

 前回 44%→今回35％ 

 平均消費割合は 

    ▲９％ 

景気の上振れを実感しながらも、消費税引上げや円安傾向の持続などの要因もあり、消費意欲は依然低いレベルに止

まっています。 

※全国、東海（静岡を含めた４県）は内閣府９月調査結果。 

          ２５年９月の豊田市の景気天気図（アンケートの調査結果） 

家計 企業 雇用 総合 家計 企業 雇用 総合 家計 企業 雇用 総合

50.053.0 53.7 ― ―― 56.0 46.3 ―

53.8 50.6

54.2

東海 49.5 ― ―

46.4 52.6 60.7

69.2 55.3 48.1 53.4

60.2

水準判断ＤＩ

豊田 53.0 59.1 57.7 55.7 53.8 55.1

49.3

現状判断ＤＩ 先行き判断ＤＩ

全国 50.6 55.9 60.3 52.8 52.9 55.2

宝くじ１０００万円の消費動向
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全て貯蓄
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宝くじ１０００万円の消費動向

50％消費

70％消費

全額消費

30％消費

全て貯蓄

（13.3％）



 

 豊田の現状判断ＤＩは、全国、東海が今年３月調査比マイナス  

 （全国ＤＩ▲4.5ｐ・東海ＤＩ▲3.1ｐ）になっているのに対し、 

 唯一、上昇（ＤＩ＋1.8ｐ）という明るい結果になりました。 

 ＤＩは５５．７ｐと、非常に高い水準にあります。 

 豊田のＤＩが高い水準にあるのは、回答別構成比で見て“やや 

 良くなっている”の割合が高いことが主な要因です。 

 業種別には、小売関連（49.6ｐ）のみがＤＩ50ｐを下回り若干弱 

 いものの、幅広い業種で景気実感の回復が見てとれます。  

 全体として、日銀さくらレポート※に使われた景気の「回復」と 

 いう流れに豊田もしっかり乗っている様子が窺えます。 

☆景気モニターのコメント紹介☆  ＋：回復感あり －：回復感なし 

＋ 一人あたりの購入量が増え、また価格の高い商品が売れるようになってきた。（小売店経営者） 

＋ 新たなチャレンジ的内容や先行投資の話が、お客様との会話の中で話題に上がるようになってきた。（通信会社社員） 

＋ 今までは見積りを出しても没が多かったが、現在は採用率も上がっており受注量も増えてきた。（輸送用機械従業員） 

－ 同業者の価格競争に歯止めがかからない。価格重視の状況に変わりない。（ゴルフ場従業員） 

（３）景気モニター業種別比較 (※ＤＩが５０以上に網掛け表示) 
 

（１）回答別構成比（％） 

 

 

 

 

 

 

（２）ＤＩ比較表 

豊田の先行き判断ＤＩは、全国、東海と同じく今年３月調査比横ば

いとなりました。 

ＤＩは５５．３ｐで、全国より若干強く、東海よりも若干弱いとい 

う結果になりました。 

業種別に見ても、ＤＩが50ｐ以下は飲食関連のみとなり、先行きに

対する明るい見方が拡がり始めている様子です。 

しかしながら、消費税増税前の駆け込み需要の恩恵から判断したと

の声の反面、増税後の消費の落ち込みを懸念する声も多く、必ずし

も先行きの明るさに確信が持てない部分もある様子も窺えます。 

いずれにしても、先行き判断には「期待感」と「警戒感」の双方が

反映されています。 

② 先行判断総合ＤＩは「55.3」     ～  前回調査比0.8ポイントの微減も高い水準  ～ 
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（１）回答別構成比（％） 

 

 

 

 

 

（２）ＤＩ比較表 

① 現状判断総合ＤＩは「55.7」     ～ 前回調査比1.8ポイントの改善 ～  

 

本調査 豊田 4.1 33.5 47.7 10.6 4.1 55.7

全国 2.6 27.3 51.8 15.4 2.9 52.8

東海 2.5 29.5 48.9 15.2 3.9 53.0

構成比
良く

なっている
やや良く
なっている

内閣府

変わらない
やや悪く
なっている

悪く
なっている

ＤＩ

現状判断ＤＩ 比較表
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56.1
53.9 57.3

55.7 5352.8

0

10

20

30

40

50

60

豊田 全国 東海

Ｈ２４/９
Ｈ２５/３
今回調査

豊田市（A） 全国（B） （A）-（B） 東海（C） （A）-（C）

53.0 50.6 ＋ 2.4 49.5 ＋ 3.5

小売関連 49.6 50.5 ▲ 0.9 － －

飲食関連 50.1 43.5 ＋ 6.6 － －

サービス関連 55.5 49.8 ＋ 5.7 － －

住宅関連 68.7 61.6 ＋ 7.1 － －

企業動向関連 59.1 55.9 ＋ 3.2 － －

製造業 58.3 52.6 ＋ 5.7 － －

非製造業 61.4 58.7 ＋ 2.7 － －

57.7 60.3 ▲ 2.6 － －

55.7 52.8 ＋ 2.9 53 ＋ 2.7合計

業種

家計動向関連

雇用関連

本調査 豊田 3.2 33.9 46.8 12.8 3.2 55.3

全国 3.0 30.9 48.9 14.2 3.0 54.2

東海 4.6 35.4 42.2 14.8 3.0 56.0

悪くなる ＤＩ変わらない構成比 良くなる やや良くなる やや悪くなる

内閣府

先行き判断ＤＩ 比較表

40.4 43.5 40.6
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※日銀の４半期毎の全国地域  

  景気動向レポート 
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☆景気モニターのコメント紹介☆  ＋：回復感あり －：回復感なし 

＋ 消費税増税前で、一時的に購買が増加すると思われる。（小売店経営者） 

＋ 秋の旅行予約状況が前年に比べ上回りそうです。（旅行代理店従業員） 

＋ お客様が元気であり、見積り依頼も多数頂いている。（輸送用機械従業員） 

－ オリンピック招致の高揚感はあるが、円安の悪影響が一般消費者に負担増となってくる。（不動産業経営者） 

（３）景気モニター業種別比較 (※ＤＩが５０以上に網掛け表示) 

 

（１）回答別構成比 

 

 

 

 

 

（２）ＤＩ比較表 
全国、東海とも今年３月調査比マイナスとなったのに対し、豊田

は、ＤＩ５０．６ｐと前回調査比＋4.5ｐとなり、唯一の上振れとな

りました。今年３月調査時の足元の景気水準はまだ厳しいとの判断

から幾分改善している様子が窺えます。 

業種別に見ると、ＤＩ５０を上回るものが増えている反面、小売、

飲食関連の２業種、特に飲食関連の水準の低さが目立ちます。飲食

関連においては、過当競争や増税を控え、来客数が思うように伸び

ていない事が判断に影響している様子です。 

しかしながら、全体を見ますと確実に足元の景気実感は回復してい

る事がわかり、３月調査時に全国、東海と比べ弱かった豊田の景気

水準も、遅ればせながら回復してきたものと判断できます。 

豊田景気実感調査 総括（２５年９月調査） 

  豊田の現状・先行き・水準判断とも、景気実感は前回調査（３月）比改善しています。全国、東海が若干下振れしたのに対し 

 豊田はいずれも上振れしており、豊田における景気実感の回復がＤＩを通して良く窺える結果となりました。 

  しかしながら、消費税増税による消費の落ち込み懸念や、過当競争による受注単価の下落等、環境面に特段の変化が見られない 

 との声もあり、引き続きマインドが先行していると思われます。日本銀行さくらレポートに「回復」という文字が使われ話題にな 

 りましたが、豊田の場合は「マインド先行型」回復状況にあり、景気の好循環が豊田の実体経済に波及していくのか、なお注視し 

 ていく必要があります。                                     ☆次回調査：26年3月   

（３）景気モニター業種別比較 （※ＤＩが５０以上に網掛け表示) 

③ 水準判断総合ＤＩは「50.6」    ～ 豊田のみが水準判断上振れ (前回調査比増） ～ 

 

豊田市（A） 全国（B） （A）-（B） 東海（C） （A）-（C）

53.8 52.9 ＋ 0.9 53.7 ＋ 0.1

小売関連 52.4 53.3 ▲ 0.9 － －

飲食関連 43.2 50.9 ▲ 7.7 － －

サービス関連 55.1 54.3 ＋ 0.8 － －

住宅関連 71.9 45.1 ＋ 26.8 － －

企業動向関連 55.1 55.2 ▲ 0.1 － －

製造業 54.6 53.4 ＋ 1.2 － －

非製造業 56.3 56.7 ▲ 0.4 － －

69.2 60.2 ＋ 9.0 － －

55.3 54.2 ＋ 1.1 56 ▲ 0.7

業種

家計動向関連

雇用関連

合計

本調査 豊田 0.9 31.2 42.7 19.7 5.5 50.6

全国 3.2 24.9 44.4 20.8 6.7 49.3

東海 3.8 27.4 42.6 17.3 8.9 50.0

ＤＩ
どちらとも

いえない

内閣府

やや悪い 悪い構成比 良い やや良い

水準判断ＤＩ 比較表

34.4
37.3 37.2

52.651.446.1
5049.350.6
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今回調査

豊田市（A） 全国（B） （A）-（B） 東海（C） （A）-（C）

48.1 46.4 ＋ 1.7 46.3 ＋ 1.8

小売関連 43.1 45.2 ▲ 2.1 － －

飲食関連 34.1 38.5 ▲ 4.4 － －

サービス関連 54.0 47.2 ＋ 6.8 － －

住宅関連 63.2 61.9 ＋ 1.3 － －

企業動向関連 53.4 52.6 ＋ 0.8 － －

製造業 53.0 49.6 ＋ 3.4 － －

非製造業 54.2 55.1 ▲ 0.9 － －

53.8 60.7 ▲ 6.9 － －

50.6 49.3 ＋ 1.3 50 ＋ 0.6合計

業種

雇用関連

家計動向関連
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電話 ０５６５－３６－１３８４ 

URL http://www.toyoshin.co.jp  

地域経済研究グループ 

〒471-8601 

愛知県豊田市元城町1-48 

貴重なご意見の一部紹介（自由回答）  

特別アンケート  豊田市における消費動向・幸福度の調査     ～ 1頁からの続き ～ 

5 4 3 2 1

現　状 良くなっている やや良くなっている 変わらない やや悪くなっている 悪くなっている

先行き 良くなる やや良くなる 変わらない やや悪くなる 悪くなる

水　準 （良い） （やや良い） （どちらでも） （やや悪い） （悪い）

0.75 0.5 0.25 0

評　価　段　階

評価

付与点数 1

☆景気実感指数 ＤＩの算出方法☆ 

 

 

 

              

 

 

 ５段階評価での回答数集計→評価別回答数の構成割合(100％比）を算出→構成割合に上記の付与点数を掛け    

  て合計値を算出、その合計値がＤＩ値です。ＤＩは“景気の動きに対する評価への投票“とも言えます。 

 
 ☆アンケート結果の詳細 

 は、豊田商工会議所ま 

 たは豊田信用金庫の 

 ホームページをご覧下  

 さい。 

☆ホームページには「景気 

 モニターの方から寄せら 

 れた貴重なご意見」「景 

 気の現状・先行きを判断 

 した理由」等、本誌に掲 

 載できなかったより多く 

 の調査結果掲載しており 

 ます。 

  （11月中旬掲載予定） 

  

  今年３月調査時からの所得推移と今後の見通し  ～ 消費動向の今後を占う ～ 

 

 

 

 

 

今年３月からの所得推移を見ても“変わ

らない”との回答が過半を占めました。し

かしながら、先行き見通しについては、

前回調査時に比べ、“増えていく”との回

答が４％程増え、若干、明るい展望を感

じておられる様子です。 

しかしながら、悲観的な見方も根強く、家

計の“自己防衛”意識の高止まりの解消

には、まだ時間を要する見込みです。 

  幸福度調査（簡易版） ～ あなたはどの程度幸せですか？ ～ 

今年３月からの所得推移（％）

増えた

2% 多少増

えた

14%

変わら

ない

63%

むしろ

減った

21%

「とても幸せ」を１０点とすると何点になりますか？（％）
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25 .7
22 .5

17 .415 .1
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０点 １点 ２点 ３点 ４点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点 １０点

実に56％の方が７点以上と回答さ

れました。所得が伸び悩み、消費

税増税が迫る中では、意外な結果

となりました。 

豊田の方の幸福度は、全国民を対

象とした国民生活選好度調査と比

べても高い水準にある事がわかり

ました。 ※全国：51％（7点以上） 

○消費税が上がる事で、今まで以上に消費が冷え込み、零細企業にとっては存続の危機を感
じている。（商店街代表者）

○一時的なイベントではなく、豊田市全体でテーマを持たせ、県外市外から人が来てくれる
ような取り組みを行うべきである。（一般レストラン経営者）

○インフラ（特に電車）を整備し、名古屋までの移動時間を短縮してほしい。豊田市は自動
車産業以外は農業と飲食、商業しかないのだから、それらを考慮した駅周辺の整備を行って
頂きたい。豊田市に来て頂いた方は豊田市でもてなす、を実践できればと思います。（ス
ナック経営者）

○消費税増税を目前にして買い控えが予想される中、地域の消費を刺激するような情報発信
を積極的に行って欲しい。（レジャー施設職員）

○若者、主婦、高齢者個人の起業に対する支援、サポート（起業を考えている人に対するセ
ミナー等）を充実して頂きたい。（輸送用機械従業員）

○世間ではアベノミクス効果により景気が良くなっているようで羨ましく思っていました
が、今回の幸福度調査に回答してみて「足るを知る」という言葉を思い出しました。人それ
ぞれ幸せの尺度は違いますが、日本人は贅沢に慣れすぎています。健康で生活できるありが
たさを改めて感じました。（広告代理店従業員）

所得の先行き見通し（％）
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42％
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待）

28％
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信）3％

増えな

い（むし

ろ減る）

27％

幸せの判断材料構成比（％）　※プラスは幸せ/マイナスは幸せの点数を下げる要因
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